
Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

208

め低 国 め 舷 鮫的 3t ・も壱見
一

勘
に

　

夫

位

尚

｝

申

　

を

礬
鴨

曽

　廖 的

　右炊風二あ1寸な肴児轟式の亥邂毛廨明ずな一撮 匕 し

て、近一s 　a，多切卸鰯案泥屯丈鞦 に疹ア3考篆甘ろ・

　従来子Z一も齷助吏的考療は 、夕くなざ教てい う ・チ

｛二対ずる社会 臼駕 耆ヤeCth倉嚔熊蔓は 、厘超の げで亥

イし tだ靜 ら、望配 易ろ喬て’ぱ変）イし 1η い まま、冷 日 に

ゑ デζい うとし更 ようv

　わ炉 嗣でぱ古くか 弓馳η溌齪 裡吻中で 、厂k職，

ヒい う耳鎚か 、成羅a 一
フ の節冒レ して宙規ざ《マ∫6

’

ハ 遥也 の角呪蕎 鼓髫劣にあいても肖の傾 固ばみら

A ゐ 。

　夲贋f究で ば 、七瘋吻 嫐 ゑ義か ．伝垂た的多ど ｛炭

の tl’に ．とめ 位置‘寸げら照 ていうか老、主に 並ゼ の 丈

献t乞碁［t 、耆寡も行う。

方 法
　丈献に基フ

・
い てκ 歳の懲義芝 、〔ρ峨礼鞍循 覧 〔2丿掌

懇 ・
しワヴの 二 面か ウ君寐ずゐ ・

　山催正 乙
・
中∫励 葱繃往　14％　∫自ての 劣〆

〜彡

平凪社　芝鼡 し1鉱 ・

葱鎌　ヒ 艪 、

　（り　誘糺智硲

　重ヒ L て泥瑛挙の彑 場か り諭 じ ら必て い ろ 。す〃 わ

猛 灘 で は よ 卸 蕪 も 郎 へ 仲順籾 す聯
一段階 しみ广〜ほ し吻 ．具体釣偽廴に ，「ft孑八 り」

かあ有。V
！1・幌、処旧壕育覃 』 に 、「・韓Fの俗ネしに て 、

　　　　　　　　　　 　
重ま 臥子男な才k は

’
三 †二 日 1 せ 子な必ぽ 三 十 三 副 二あ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）tJ・ItJ
r二 ゐ ヨ乞・客参 りの ヨ 匕是の ・rt紳まちば差神に詣で

！b ろ亨厚 り・） e 靠い ず轟殉 還 リft初砂f： るヤ ら
ん 、い 嶺t・考之ず 一 とあや 」 ♪に ・子（まth　1後釣一

r 月ほヒ で新 しい fr子と 廴て
一
浸ぱ 氏神に∫i　3診 めせ

ら畝て い6 。菱A か沌歳墺仁μゐ匕再ひ：沓‡也で3ihA

た記運か
一、e

目本産資習硲酬 集成 」 仁ある ．

　七痴
・k戎系 lt　Pf．　｝　f： 、

「

禧
・
着夜 い 」 r茅解 3糴 い

，

ひ毛解 き復 い ）、鬚 う い は
「
神置き ・ （髪置き 冫等液

脚 激 救 O れ筋 称 蕉
「

囁蔽 鵬 力・ 餒 け て溺 。

罫は盛叢を し 、配ま牢iz参拝 T
’
氏 う入

tJ
　」 すろ 。X 吻 後

齪薩を贈う乙い 〉習峪で あ ・死 ・ む々・ む切 祝儀ぱ、

塀 し 殖 と齢 澱 灘 ヲ1甑 各碗 紬 献 伽 フ ヒ

され 、盛大に 衍わめた彫 かあ ， Vl− ： 匕 が らも 、紀歳・

で
「fV＄．入 り 」 ずh こ じ に よll、5か露 く teta

’
RtA の

一一一
冥と．認あ らetx　rc　） と か 謬解 で 3ゐ 。ニ ク した 鯵 ば

鋼 成云に対ずゐ親助復憐i二蔘 フ《 もの T一あううkx
’
・

凌蹈 縁 甑 しlh 助 叱 フ 擬 I」紳仍 ら丿 艇 梶

t．2s　b −7 ・ ）　
一
（し臣 ヒ形 之 弛 丿 ク・弋編 て．・房 仇

神の〃峻 乏受 1アて みツ・老△ せで疲長乃節且 と Llr ・

生・勉 麟 嵌 ウい く ・ 伊 鰯 曜 硲カ所 硫 廴 比

1・ フ 霞 ぼ 細 磯 2‘醐 ξ／
’iXマ・すで に釈広 臣 ・しb

彦ん±！命丈授力丶
・ r二 ；（2 、出主徳f死廈 毛成一

覆の遇羅で

祝礒聾 耽 縟 燐 葺 蚋 1障 ほ ・榊 へ Pt
卸 μ み脚 燭 ・ヒりめけ乳功 r見死 婢 醗 1が ・

鳶 辷 千褐さ承ゐ近世 に邦 い て ld、七歳とい ラ耳酸 舐 ・

成景讎 呈で 漏 う煙 一
段落ずゐ時顛t 考z ）4 、夫．3 η

滋峩をも ・ てい女 こ と叡 うが かfえ乃 ・

　XtK・？ui 、何 らが の危険A 仍 ノ尋拒ケ履の
一

フ t 考 えら

れ彦 ・
丿（識まで A 脅携薦卿 の災乏東 ワき ・ 彦 引 ； は ，

斥素かζ鉤乗ざれ直 ，の IJ騒 晢欽噴』 に 、「
IL 申叱 フ

碑 孑焔 ・ う喊 リの 体 塑嚢 釦 姻 噸

め3 τ弍 易の 付く腕 臼コ
ー
か ’

た
…　」 とあ bJ ♪に 、k

歳以 隣のテの髫 しし、成吾承 りt 、浸畝 に嚇Lて周囿の

襠の扱し冒二 娜 し 力唯 じて〈うの 1禦 曚深い 。｝の蕭儀

のヤ リオカぐ ，六／〈ylt 異t2 ずハ 簡鰍 し されてq た の も

燐 れ てあ ・ tZ− ，

　VS くの齢 屯終之た七 歳ば 誄力児期が終め’ハ
つ く、2 ウ脅導鮪も 齠の 釧〉横ゴしも促 ゴ麻 ウ躊期 ヒ4 な

2 れ彦 。親炉翳了 1ク rま才rfづ 宅羇負わぜ て茸メ申ll冫出
？せ 、々 孑園 野 身ワヤ蒙筝囎 確あ うの む 、

一
ヒ潔

をあ ヤ ずと 才必扛 。

　ぺ 煮〜1二［fl　Vる習珍 ヒ （て冷汐 、弋 箆 彡 の官・拳ジか霧

鼠 〔てい ろ炉 、通遯L儀kLU 　1う∂ り
・も融 喫震の一7

と い ・ 血嶽し麹あろ ， 乳幼 更灰七穿依城！ノ、ケ産寉欝
彫曜翻 つ あ う状 孺ぞは ．歯胤   （ての駕碪繭卑う目 で

い ろの恥もしti　rX い 。

　 τ 弋震毳では神め うち 丿 ヒ、ゆ 言藁ば ・わカ・S，冒の　fq
謙葡狂 气 観セ勉昼付ザうとで 、重薯な一 つ の論標と

みツ⇒小 9b ・葬ち互あlzし もブ♂♪甜 侮の瞬縁 1： rま・

子の 至牟齪 域々長鰹かつかかえゐ・

一 4ユ6 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

　（2）　学習 ・
　しク‘r

　男tttカ、が わ砂ず
・
，七煮1をむ 7 て学習の始蒙リヒみ

なゴれてい ろ ．iケ＜ ・9
凪輜 幺 凶 に 、「

；！｝亥仁 あ
　 　 　 AZ び h

tiて．K − ．・（歳毛もて・初ゐじ
一
ず・」 匕あワ、丿（歳頃

の泥匪 の贓 し勘 の記蓬』ま晢乃であゐ ゆ邂 1二 も回

ネ累の4砲向hぐみ られ彦 ・
r 貝／鷯 ∫言豪訓 』 に ’わ t ・

「

・〈ft’の瞬 ．樒あて 亭浮鋒 』 乏羨ましあ 、孝矛忠侶あ 義

痴耽の教を多〔え 、・『』・一肝仁多く玖 えゐぺ からず  少

【更之？　V
’
　A 一し e　t・N’て小庭に 多？彦た孝し古うiみ 盾

；島貿，

’1：像量鎹誌饗『髄島器讐
ぽえ ）klMN ・ て 、k 歳

’
より以上 ．入 学ぜ しむ ・堪Vあ

　 h う
しLt9

￥fi（・9Ytkde 、・蝕 塊 託れ 房 ・翩 矛鰰

（二 ＝ 51 循 し筋 敷 〃、bei．　・」　 LB 　tノ、taKtv ・

彦鷹、Lてある 。しか し
「

斗仁組 ・ て教．ゆるの法 」 で は、

羅嬾 き搬麗観黠ぞ隻1無繁堯夛
縁 網 諸 轡 あ し翫 し ， 」 頴 ろ。こ漁は撚

才園の e ＄し託 』 、
「 内貿tl　J　O？、「

六 年、教
，
測 〔炎メ麁

・」 罐 う抑 て
・
嶼 購 轍 ・鞭 勿聯 軅 綜

国の例 1二智い 、六k’（：あい マいな ・尸 小児糞田庵脅導
s の 中じも・中園吻菰えレ欝じた記迷力tあ ・ ft・〔尸父

歹訓 ♂ で
・
は、r 弋 ・八気列 こ う ；リ・四瓦ヒ 毛1： ・ま

す彳習い 電rt？ しむへ
’
し・」 llあ ろ 。

　サ咽の r鰍 彡ば．託み≧ μ 、ら緒ま’ハ あ詣む虐弋 剃

頃し畸期ll竃L1た 考えオで乃 ・ 畠 ・古バ中固の影響で・

めか倒 で t 甑 塗直彼に、男3 のガ炳 を ｝’ツ壬尊童享

必る傾伺r二あ 。 あ ニ レ Kレ．ロ幽 の大倉 でrs；t，　tち か

》習吻謂妨 仁蹟看tt　，｝Sft　nみ らぬ〃 い 。 封 生甸ヴ放訓

劣の一7 し ミ麻廴 了 妻弍目 di　t二 七 ・「 」 て ・多弋 フ a

断！分t：　r区　17に・．物を敷 せぜ 、穿勧 ，Jd 、け ら1 ．
，管

之A 、hX　r： こ tr 〜ぜこ Lfl−（正 し 1咳 孝i丿毛放ウへ ・し

・・ ヒし1惚 幽 ・
’
剤 ！ 好 じ 完学1劬 纏 薪 勸 ら

赤て ・
、ゐ ．

　諌 歩：ヒか ら締まう学響の鹵始吃弋歳仁置くつ 匕 ば．

1性差↓酉屠秀も广劫 丶 P．s うであう炉 、日掌ナ渚’・み

い て性淳ク聴 面イし 1て くるρ民 ！ （裁頃とし1え よう・

　こU マ圄朔
r ネし訖 』 、

「
内則 ・ の ・「

七 身、男せ 季
．

）解 悪 知 之訓 増 拠 して ・喝 ・ 功 放 斌 ・〜歴

蕪孝羅驚鸞羅毳1．
　二 麻彳で〔‡瑠をの

／教えかわう所ぼ し。」 とあ ワ、喋

　脅π来’ 国 ま、「犬 嵐チヴeesチ とケ子 し
一
所に遡 ♂ 二

昆 麹 ずへ ・略 工断 鯤 教ケ・ ・
s

し 一 tth　6 ・

一すff山庇脅類』 で は 、
「

弋 戯
」

は
一
を｝の 血 気z に動く

a 初 あ／7れは
t

，男女 砂剔も亘 て、同沸κ彦ぜずへ 同じ

確 せ しあ齢 副 ・ 珪 劃 ，好 の噛 拠 鱗

衂 1二 男｝」りむ甲く 、域秩期に入 ・うこ匕 花あ ・て ・彳

れを境に男妻 の扱い E99 イdろ
、考之方毛あ 冫 彦 ・

　琉みでぼ ！
弋裁ム燐1のテの しフ rブi2、ど の 」うて

・あ

・ たろうか ・『
＄P硲SEそ訓 訓 乳

「一ヒ痴諱 ソ前ば ・猶

い ビワη げム1よ  早く復lt、み k 〈起 さ・慶ずう 1二町
を昆あす

」 ．ああ ； うに看の lt
’
　t；　4tかすへ ： レ ・ ネし該を从

マ ，一々 に
・
執めか・Vr＿レ・」 t湾？・劉含 仁柔較岬 であ

ろ ．『

ズ）巳剃 』 で 1ま
’
．ざ｝ic．aj和 されて ・「

ずぺ ての

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，斯 F小 「見、七 ．〈肉〜才で は天広の 寡積め孝＃1： して

の御 ， 蹶 蝋 ．肋 如 脅 かt・ して鰻陶

・ 」 tA り、家丙τ
・
の f1：，11、墓N9 　Sl 習瓊 ・ぞ…功の

痔等に っ い マ ぼ．ノ、・れ蠢
・
蕗跨匕してい う 。 夏ン票翻

そ 、赫 ｝平は、’（禽衆で は 、牲善ヒみ厚 し，早期 しフ

げ吃あ孝り蜜裡 1てロ な い ・「

猶凵 とけびけdO（；o ’t
r天拷の畝档の彳21 ： し

『
てノ t い う彡ど蜘1み 「k フ ず

で i襯 図 うろノ の 恩想1二重なる ・ 七嵐
・4で勿幼児餌ぽ、

倒 ノ〈差えあり、穿く か ら枠にはA をヤワ、引 二餐倉ク仍

フ た のか毛し，Artい ・ 価
『 護貢碓来冴 の ように ・

「

轜騒製穰鑼饗藷撃冓磊
が 彳安乏双ざぜず 、・・一

丿 と・、（7VU 直搬
’
垢κ た

とえて ＞々70e ひ
・
しく、軍期か ら妨め る彦え方毛あ 7

存 ・

　しっ げの嗣始躊朔々済〜玄に フ 、1ての ゑ 1喝ば．」豕ざ
・

孝であ
’1り教肯汚ビ 詳7 ても彪望か螺プ2ろ itl7 、硬一

彦 ヒ変わらtx　L　i ・

　加 獲も受けてい た r紳の うち 丿 blら、邇麟 れ 1三清

4 イ 、・〈裁毛遡元ち彡俘、嫁ノlt（夫！くのぜ 毋に八 る軍

挿tl て豪事髫働勘 む り、琴羽 ・ し！アゆか 尚嬪 烈
〜

ろ ・ 耗 雛 繍 切 擬 擁 じ ゴ ち1・ 躰 瓜 し

フ げの面で t／“ inつ てくう ・

　近世 1こ み U て、凶喞形哉の手播的嗣婚醇辱期か
・
！ t 承

’

色あN す〉 さ 《 、ζ習、し7 げ教 脅嫌 進 さA 此 。≧

必に 、明1別 度耒の就孝＄〔鷺の嗣焔 右ヘ ノ勃9に 享うヲ そ

笈ん tてい η い L とか ら｛、；の ビ▽野裁廴堂考えるう

乞で ．焔 〜献 ぞ广♂ゑ義を毛っ 昇霞 で薦↓こE ・v”・】哩

屠マ・e エう。

　偽索L暫修 の面で ・焼 の奮淘 コ鶸 le一ユうT“あ さ

メ｝へ に 身の塩 諏 で の
・伝羅，供」争Y一毛観戸 ・〜今1ヨなあ

承錺を保 ， てい ＄z いλ」 ク。

一 417 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


